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　会員皆様をはじめ関係各位におかれましては、新たな気持ちで初春をお

迎え頂いたことと存じます。皆様方には年間を通して当協会の活動にご協

力を頂いておりますこと衷心より感謝とお礼を申し上げます。

　顧みますと昨年は災害の多い年であり、あの3月11日の東日本大震災は、

想定もしなかった災いであり自然のいとなみの計り知れない力を感じました。無残な光景は筆舌

につくせぬ凄まじさでありました。また加えて福島第一原発事故が重なり放射能被害は広範囲に

及び、人々を不安に陥れました。その惨状の中、身をていして活躍された消防関係の方々二百余

名殉職なされました。あれからもう 1 年を迎える事になり、改めて亡くなられた多くの方々のご

冥福と被災された方々にお見舞いを申し上げます。そして 1 日も早く復興されることを望むもの

です。

　さて、今世界中の国々でも自然災害が多発傾向にありますが、人智では未だ予知しがたい範囲

のようです。大震災以降この方日本全国は揺れ動き、ささやかれている東南海の海抜ゼロメート

ル地帯での地震もいつ起きても不思議ではない様な気がします。当協会も心の備えと共に、消防

の使命感の元に心を一つにして防災の資機材等の強化への支援はもとより、防災・防火の啓発運

動に力を注いで参ります。

　児玉郡市の地域の安全と安心の為に、更なるご協力をお願い申し上げると共に、この 1 年会員

事業所の益々の繁栄、発展と、皆様方のご健勝、ご多幸を祈念し、龍年の龍昇のご加護を念じ挨

拶とさせて頂きます。

ご　 挨 　拶ご　 挨 　拶

児玉郡市防火安全協会

　　会 長　  田 島   英 治

児玉郡市広域消防本部

　　消防長    坂本 喜久夫

　児玉郡市防火安全協会田島会長をはじめ会員の皆様方には、平素から消

防行政の円滑な推進に格別のご支援、ご協力を賜り厚く感謝申し上げます。

　昨年３月に発生した東日本大震災から早一年が経ちますが、着実に復興

が進む中、今なお深い悲しみや厳しい現実と直面されている方々に、改め

て心よりお見舞いを申し上げますとともに、一日も早い復興をお祈りいたします。

  また今年度は、豪雨や度重なる台風、雪害などの様々な自然災害が日本各地を襲い、甚大な被

害をもたらした大変心痛む災害の年でありました。このような中、安心・安全に対する地域住民

の関心は一段と高まりをみせ、消防行政に寄せられる期待は、ますます大きくなっていると感じ

ております。

　当消防本部では、平成 26 年度竣工予定の新庁舎をはじめ、今年度は救助工作車が更新され、

ますます消防力の充実がはかられております。しかしそれ以上に、我々消防職員が技術・知識の

研鑽に努めるのはもちろんのこと、それに加え住宅用火災警報器の普及活動や救命講習等を通し、

住民の皆様と共に ｢安心・安全｣ な暮らしを作りあげていけるよう全力を尽くして参る所存でご

ざいます。

　結びに、児玉郡市防火安全協会並びに各事業所の益々のご発展と、会員皆様方のご健勝、ご多

幸を心から祈念いたしまして、協会だより発行にあたり挨拶とさせていただきます。
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第25回自衛消防隊屋内消火栓操法大会

防火管理講習

購入した研究書籍や撮影機器 職員を対象とした講習会 消防職員意見発表会

消防行政への助成

　10月12日、本庄市児玉総合文化会館（セルディ）において、児玉郡市広域消防本部主催、児玉郡市防火
安全協会協賛による第25回自衛消防隊屋内消火栓操法大会が開催されました。震災の影響により開催が危
ぶまれましたが、参加チームは全13事業所から男子14チームと女子2チームが参加し、各事業所の代表とし
て気迫あふれる活動を見せてくれました。

来年も是非！事業所の安心・安全の代表として

参加をお待ちしております。

優　勝　株式会社日立ハイテクノロジーズ　A
準優勝　朝日工業株式会社埼玉事業所
第３位　株式会社日立ハイテクノロジーズ　Ｂ

優　勝　埼玉グランドホテル本庄
準優勝　さいたまセレモニーホール本庄

女子
の部

成績

　7月21・22日及び2月8・9日、甲種防火管理講習会を早稲
田リサーチパークコミュニケーションセンターにおいて開
催いたしました。
　なお平成24年度も2 回実施予定です。実施日等は、市町
広報誌または消防本部ホームページに掲載されます。

　児玉郡市広域消防本部に対する、講習会等で使用する撮影機
器や研究書籍の購入等多岐に渡る助成により、消防による行政
サービスの向上や消防職員の士気高揚に寄与させていただきま
した。

防火安全協会が協賛した事業

男子
の部
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防火ポスター展
　管内小学4・5・6年生を対象に、火災予防ポスターを募集したところ、21の小学校が参加し、3069点の応
募をいただき218点が入選されました。入選作品は、平成24年春季全国火災予防運動に合わせ、「イオンタ
ウン上里」様に展示されました。

ポスター展では来場者に記念写真を
配布しました。

表彰式に出席した受賞者の皆さん
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火災・救急件数
【本庄市・美里町・神川町・上里町】

火災種別 建物 林野 車両 その他
　※1 合計 死傷

者数
平成23年 33 3 5 22 63 17
平成22年 34 1 6 17 58 10

※ 1　その他とは、建物、林野、車両火災以外の火災件数です。　

救急種別 急病 交通 一般
負傷

その他
　※2 合計 搬送

人員
平成23年 3,489 714 699 810 5,712 5,385
平成22年 3,194 691 637 731 5,253 4,979

※ 2　その他とは、火災、自然災害、水難、加害、自損、転院搬送等の件数です。

平成23年度全国統一防火標語
消したはず　消したはず　決めつけないで　もう一度決めつけないで　もう一度

消防本部からのお知らせ消防本部からのお知らせ　　ホームページ http://www.kodamakouiki.jpホームページ http://www.kodamakouiki.jp

★防火のポイント★
・屋外にゴミ等の着火物を放置しない。
・喫煙は指定場所で！吸殻の清掃はこまめに行う。
・てんぷら鍋から発火した際に、慌てて水をかけたため、
炎が飛び散り火災が拡大してしまう事例があります！
　調理中目を離さないのはもちろんのこと、もしそうなっ
た場合は慌てずに消火を行いましょう。
・火遊びにより、子供が犠牲になる痛ましい事故が多く見
られます。保護者の方は十分な注意をしましょう。

１ 放火・放火の疑い

２ たばこ
コンロ

３ 火遊び・マッチ・ライター
　

主な出火原因

　児玉郡市防火安全協会会員の皆様におかれましては、益々ご清栄の事とお慶び申し上げま

す。キヤノン・コンポーネンツは「映像・情報を通じて、心の豊かさと創造性を支援する」

キヤノンの“イメージング”領域において、革新的な製品を支える「キーコンポーネント」

を創出、提供する企業として、永続的成長を目指しています。弊社には四つの事業があります。

それは、プリンターの心臓部品のインクカートリッジ事業、スキャナーの中枢部品であるコ

ンタクトイメージセンサー事業、プリント基板事業、そして医療機器事業です。それぞれの

事業が、最新の技術と困難に挑戦する熱い心をもって、社会に貢献すべく活動をしています。

　弊社の防災管理体制は、昨年の「東日本大震災」を機に大きく見直しされました。それは、

①防災計画・マニュアルの見直し、②教育の徹底、③防災訓練の充実、④防災用品の整備の 4

項目に及びます。

　①の防災計画・マニュアルは、3.11 の教訓を元に従来計画の不備を補うべく見直し、災害

発生後 3 日間の対応をより明確にしたマニュアルを作成しました。また、防災パンフレット

の新規作成、防災カードの見直しを行い、マニュアルと合わせた 3 点を全社員に配布しました。

　②教育の徹底は、①で作成したマニュアル・パンフレット・カードを使い、3 ヶ月をかけて

全社員に実施しました。基本方針として「自分の身は自分で守る」・「管理監督者の自主判断

による避難開始」・「上司へ自ら安否報告を行う」という意識付教育を行いました。

　③防災訓練は、自衛消防隊各班の訓練を実施し、毎年 10 月に行う総合防災訓練の際には消

防隊各班全体が有効に連携できるよう訓練しています。又、屋内消火栓操法大会には毎年新

人を参加させ、消火栓取扱経験者をできるだけ増やすよう努力しています。

　④防災用品は 3.11 を教訓に、ヘルメット・カッパ・カイロ・軍手を在館者全員分の数を用

意しました。昨年の防災訓練の際には、全員がヘルメットを装着して避難致しました。又、

帰宅困難者用の食料、飲料水も 3 日分準備しています。

　これからも防火・防災活動に取り組み、事故や災害のない安全な職場環境づくりに努力し

てまいりますので、今後とも会員皆様のご指導、ご鞭撻をよろしくお願いします。

「挑戦と飛躍」「挑戦と飛躍」 キヤノン・コンポーネンツ㈱キヤノン・コンポーネンツ㈱

キヤノン・コンポーネンツ全景 2011年10月19日　防災訓練の様子
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防火安全協会の行事

総　会総　会

ご報告ご報告

　5月27日㈮、埼玉グランドホテル本庄において、平成23年度の定例総会を
開催し、会員82名出席で全議案とも原案どおり可決承認され、終了しまし
た。

　東日本大震災において被災された方々にお悔やみを申し上げるとともに、
1日も早い復興を祈り当協会より本庄市社会福祉協議会あてに義援金10万円
を寄贈いたしました。

　また、総会の席上、次の事業所の皆様が受賞されました。大変おめでとうございました。

総会の様子

社会福祉協議会会長の吉田市長に
受理いただきました。

緊急消防援助隊に派遣された消防職員による提供写真

表彰伝達式

・優良危険物事業所表彰
亀山石油店　様
有限会社齋藤塗装工業所　様
株式会社タムラ製作所児玉工場　様

・優良普及啓発活動表彰
山下ゴム株式会社埼玉工場　様

・優良危険物事業所
朝日自動車株式会社本庄営業所　様
関根運送株式会社　様
株式会社松村石油本庄南給油所　様
上武住設　様
ＪＡ埼玉ひびきの神川燃料センター　様

・優良事業所
荒井商店　様
ニチゴー・モートン株式会社　様
株式会社たかとも　様
三愛オブリガス東日本㈱本庄営業所　様
株式会社アピタ　様

・優良危険物取扱者表彰
大鵬薬品工業㈱埼玉工場
中島　彰　様

エステー㈱埼玉工場
鈴木　健一　様

十条ケミカル㈱児玉工場
高野　秀夫　様

エーザイ㈱美里工場
山本　修平　様

Ⅱ．児玉郡市防火安全協会表彰

Ⅰ．（公社）埼玉県危険物安全協会連合会表彰
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県　外　研　修　会県　外　研　修　会

親　善　ゴ　ル　フ　大　会親　善　ゴ　ル　フ　大　会

平成2 4年　賀詞交歓会平成2 4年　賀詞交歓会

結　果結　果

　 9 月 8・9 日の 2 日間、県外研修を開催しました。
　東京消防庁第 8 方面本部消防救助機動部隊を視察し、東日本大震災での活動内容や特殊車両の説明を受
けました。山梨県石和温泉に宿泊し、2 日目は長野県に足をのばして味噌の醸造工場等を視察しました。
　天気にも恵まれ、雄大な富士をバックに素晴らしい写真が撮れました。

　10月26日、児玉カントリー倶楽部さんにおいて、親善ゴルフ大会が開催されました。
　総勢24名の参加で、ゴルフを通じ会員様どうしの交流を深めていただきました。
　また、開催にあたり多数の会員様より賞品を協賛していただき、大変ありがとうございました。

　1月20日㈮、埼玉グランドホテル本庄において、顧問の吉田本
庄市長に出席を賜り、会員67名の参加で、平成24年賀詞交歓会が
開催されました。事業所間の交流と親睦を深め、新しい年の始ま
りにふさわしいお祝いができました。

東京消防庁第８方面本部
消防救助機動部隊の視察

優　勝　山下ゴム㈱埼玉工場　　　　山本　時男　様
準優勝　㈲中野家　　　　　　　　　中野　征行　様
３　位　株式会社塩建工業　　　　　塩原　彦成　様
４　位　竹並建設株式会社　　　　　久保田　優　様
５　位　トーワパック株式会社　　　藤永　茂雄　様

富士山５合目にて

松本城にて

顧問：吉田本庄市長のご祝辞
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協　会　だ　よ　り（ 8 ）第 3 号 平成 24 年 3 月 10 日発行

　親しんでいただける「協会だより」を発行させ
ていただくために、身近な皆様の生の声を募集し
ております。また、今回事務局よりお願いして執
筆いただいたキヤノン ･ コンポーネンツ㈱様のよ
うに、事業所での取組み等も紹介させていただき
たいと考えておりますので、多数のご寄稿をお待
ちしております。
＊＊宛て先事務局＊＊　
E メール：boukakyoukai@kodamakouiki.jp

　今号の表紙を飾るのは、郡市内すべての市町で
そろったマスコット達です。
　近年ブームのいわゆる『ゆるきゃら』達、ある
定義によると「郷土愛に満ち溢れた強いメッセー
ジ性があること」が第一にあるそうです。
　そんな児玉郡市の代表達が、今後郡市内外のた
くさんの方々に地域に関する素敵なメッセージを
届けてくれることでしょう☆
　　　　　　　　　　　　　　＝＝事務局＝＝

ご　寄　稿

　危険物施設からの火災・漏えい事故は平成 6 年頃を境に全国的に増
加傾向に転じ、現在は過去最悪の水準で推移しております。その原因
について、以下のものが多くなっています。
　火　災　･･･　管理・確認不十分等　～人的要因～
　漏えい　･･･　腐食劣化等　　　　　～物的要因～
　これら危険物施設において発生する火災、漏えいなどの事故は、人
命や財産に大きな被害を与えるばかりでなく、環境汚染など周囲に多
大な影響を与えることになります。施設の異常を早期に発見し、被害
を最小限に留めるためには、日常点検はもちろん、「定期点検」を適正
に実施することが重要です。

危険物施設の点検は適正に行われていますか？

【埋設配管の腐食状況】

次の事業所が新たに会員となりましたのでよろしくお願いいたします。

新規会員を募集しています。入会事業所のご紹介を！新規会員を募集しています。入会事業所のご紹介を！

㈱足利銀行本庄支店　様
本庄市銀座 2–2–10

山進社印刷㈱　様
本庄市都島 570–43

まごころ介護センター
カンナの里　様

上里町大字勅使河原1686

本庄ケーブルテレビ㈱　様
本庄市西富田 648–1

㈱中枡　様
本庄市栄1–4–41

㈱小林運輸　様
美里町大字白石2766

五州園　様
本庄市東台 4–2–5

茂木自動車工業　様
本庄市児玉町蛭川1060–2

㈲平田電気商会　様
本庄市千代田 1–６-21

新 会 員 の 紹 介新 会 員 の 紹 介


